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連結子会社間の合併(簡易合併)および 

存続会社の商号変更に関するお知らせ 

 

当社は、平成 24 年 9 月 18 日開催の取締役会において、平成 24 年 11 月 1 日を効力発生

日として、当社の 100％子会社であるＷＤＢメディカル株式会社と株式会社アイ・シー・オ

ーの合併、並びに株式会社アイ・シー・オーの商号変更について決議いたしましたので、

お知らせいたします。 

 なお、本合併は、当社が 100％出資する連結子会社間の合併となる為、開示事項・内容を 

一部省略して開示しております。 

 

記 

１．合併の目的 

経営環境の変化に対応する為、当社グループ経営における総合力の強化及び効率化を図る

為であります。 

   

２．合併の要旨 

（1）合併の日程 

 合併契約承認取締役会  平成 24年 9 月 18日 

 合併契約締結      平成 24年 9 月 18日 

 合併契約承認株主総会  平成 24年 10 月 15 日(予定：ＷＤＢメディカル株式会社のみ) 

 合併期日(効力発生日)  平成 24年 11 月 1日 

 存続会社の商号変更日  平成 24年 11 月 1日 

  

 注：本件合併は、会社法第 796 条 3 項に規定する簡易合併である為、株式会社アイ・シ

ー・オーの合併契約承認株主総会は開催しません。 

 

 

 



 

（2）合併方式 

  株式会社アイ・シー・オーを存続会社とする吸収合併方式で、ＷＤＢメディカル株式

会社は解散いたします。 

 

(3)合併による割当内容 

  合併による新株式の発行及び合併交付金の支払いはありません。 

  

(4)消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

  消滅会社は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

３．合併当事会社の内容 

 存続会社 消滅会社 

（１） 商    号 株式会社アイ・シー・オー ＷＤＢメディカル株式会社 

（２） 主な事業内容 医薬品の翻訳業務 
医薬品・医薬部外品・化粧品等の

開発支援業務 

（３） 設立年月日 昭和 59年 8月 23日 平成 22年 4月 1日 

（４） 本店所在地 
東京都千代田区 

大手町二丁目 3番 6号 

東京都千代田区 

丸の内二丁目 3番 2号 

（５） 代表者の役職氏名 
代表取締役社長 

大塚 美樹 

代表取締役社長 

中野 敏光 

（６） 資本金の額 10 百万円 50 百万円 

（７）
発行済株式総数 

（平成24年 3月31日現在） 
200 株 1,000 株 

（８） 純資産 79 百万円 45 百万円 

（９） 総資産 106 百万円 162 百万円 

（10） 事業年度の末日 3月 31 日 3 月 31 日 

（11）
大株主および持株比率 

（平成24年3月3１日現在） 

ＷＤＢホールディングス 

株式会社 100％ 

ＷＤＢホールディングス 

株式会社 100％ 

 

（12）直近営業年度の経営成績 

 
株式会社アイ・シー・オー 

平成 24年 3月期 

 

ＷＤＢメディカル株式会社 

平成 24年 3月期 

 

売上高 143 百万円 210 百万円 

営業利益 20 百万円 △4百万円 

経常利益 22 百万円 △4百万円 

当期純利益 22 百万円   1 百万円 

 

 

 

 

 



４．存続会社の商号変更 

 (1) 新商号 

   ＷＤＢアイシーオー株式会社 

 (2)商号変更日 

   平成 24 年 11月 1 日 

 (3)商号変更の理由 

   存続会社は、当社グループの一員として、よりブランドイメージを明確に

打ち出す為、本合併を機に商号を変更することと致しました。 

 

５．本合併後の状況 

  

 合併存続会社 

（１） 商    号 ＷＤＢアイシーオー株式会社 

（２） 主な事業内容 医薬品・医薬部外品・化粧品等の開発支援業務並びに翻訳業務 

（３） 代表者の役職氏名 代表取締役社長  大塚 美樹 

（４） 本店所在地  東京都千代田区大手町二丁目 6番 2号 

(５) 資本金の額 １０百万円 

（６） 決算期 ３月 

   

 

６．今後の見通し 

  当社の 100％子会社間の合併である為、当社の連結業績に与える影響は軽微であり 

  ます。 


